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こうの史代のマンガ『この世界の片隅に』の中巻には、
いわゆる「不幸の手紙」の方式により平和が来ることを願
う手紙で、主人公の義姉が鼻をかむシーンがある。このよ
うな手紙は太平洋戦争の戦時下に実在し、人々のあいだで
書き送られていた。そしてこのシーンは物語において非常
に大きな意味をもち、下巻の最終回「しあはせの手紙」と
呼応している。
本発表では、日本のチェーンメールの歴史について郵便

メディアと人間の関係を問うために民俗学的研究を行なっ
てきた立場から、これらの手紙の意味を、史実と物語世界
のあいだを往還しながら読み解きたい。




